
【SR-10 メタアナリシス】疼痛緩和割合      

CQ 

8 Gy/1回照射は有痛性乳癌骨転移の疼痛緩和を目的とした場合，分割照射と

同等の治療として勧められるか？ 
 

P 有痛性骨転移 I 8 Gy/1回照射  

C 20-30 Gyの分割照射 O 疼痛緩和割合  

研究デザイン RCT 文献数 7  

コード 
  

 

 

 
 

モデル ランダム効果 方法 Inverse Variancce  

効果指標 リスク比 統合値 1.00（0.95-1.05）P=0.97  

フォレスト 

プロット 

 

 

 

 

 

 

コメント：有意差なし 
 

 

 

ファンネル 

プロット 

 

 

 

 

 

 

コメント：問題となるような Publication Bias は指摘できない． 
 

 
 

その他の解析 施行せず． コメント： 
 

 

メタリグ 

レッション 
  

 

 

感度分析   
 

 



【SR-10 メタアナリシス】脊髄圧迫発生割合      

CQ 

8 Gy/1回照射は有痛性乳癌骨転移の疼痛緩和を目的とした場合，分割照射と同等の

治療として勧められるか？ 
 

P 有痛性骨転移 I 8 Gy/1回照射  

C 20-30 Gyの分割照射 O 脊髄圧迫発生割合（運動機能維持）  

研究デザイン RCT 文献数 5  

コード 
  

 

 

 
 

モデル ランダム効果 方法 Inverse Variancce  

効果指標 リスク比 統合値 1.42（0.88-2.29）P=0.15  

フォレスト 

プロット 

 

 

 

 

 

 

コメント：有意差なし 
 

 

 

ファンネル 

プロット 

 

 

 

 

 

 

コメント：問題となるような Publication Bias は指摘できない． 
 

 

 

その他の解析 施行せず． コメント： 
 

 

メタリグ 

レッション 
  

 

 

感度分析   
 

 



【SR10 メタアナリシス】骨折発生割合      

CQ 

8 Gy/1回照射は有痛性乳癌骨転移の疼痛緩和を目的とした場合，分割照射と同

等の治療として勧められるか？ 
 

P 有痛性骨転移 I 8 Gy/1回照射  

C 20-30 Gyの分割照射 O 骨折発生割合 (QOL)  

研究デザイン RCT 文献数 7  

コード 

  
 

 

 

 

モデル ランダム効果 方法 Inverse Variancce  

効果指標 リスク比 統合値 1.16（0.65-2.07）P=0.62  

フォレスト 

プロット 

 

 

 

 

 

 

コメント：有意差なし 
 

 
 

ファンネル 

プロット 

 

 

 

 

 

 

コメント：問題となるような Publication Bias は指摘できない． 
 

 

 

その他の解析 施行せず． コメント： 
 

 

メタリグ 

レッション 
  

 

 

感度分析   
 

 



【SR-10 メタアナリシス】再照射割合       

CQ 

8 Gy/1回照射は有痛性乳癌骨転移の疼痛緩和を目的とした場合，分割照射と同

等の治療として勧められるか？ 
 

P 有痛性骨転移 I 8 Gy/1回照射  

C 20-30 Gyの分割照射 O 再照射割合  

研究デザイン RCT 文献数 7  

コード 

  
 

 

 

 

モデル ランダム効果 方法 Inverse Variancce  

効果指標 リスク比 統合値 2.36（1.65-3.38）P<0.00001  

フォレスト 

プロット 

 

 

 

 

 

 

コメント：8Gy/1回照射の方が有意に不良 (リスク比 2.36)。 
 

 
 

ファンネル 

プロット 

 

 

 

 

 

 

コメント：問題となるような Publication Bias は指摘できない． 
 

 

 

その他の解析 施行せず． コメント： 
 

 

メタリグ 

レッション 
  

 

 

感度分析   
 

 



【SR-10 メタアナリシス】有害事象発生割合      

CQ 

8 Gy/1回照射は有痛性乳癌骨転移の疼痛緩和を目的とした場合，分割照射と同

等の治療として勧められるか？ 
 

P 有痛性骨転移 I 8 Gy/1回照射  

C 20-30 Gyの分割照射 O 有害事象発生割合  

研究デザイン RCT 文献数 3  

コード   

 
 

 
 

モデル ランダム効果 方法 Inverse Variancce  

効果指標 リスク比 統合値 0.73（0.54-1.00）P=0.05  

フォレスト 

プロット 

 

 

 

 

 

 

コメント：8 Gy/1回照射の方が有害事象が少ない傾向がみられた。3 RCT 中 1 

RCT で有意差を認めた。 

 

 

 

ファンネル 

プロット 

 

 

 

 

 

 

コメント：問題となるような Publication Bias は指摘できない． 
 

 
 

その他の解析 施行せず． コメント： 
 

 

メタリグ 

レッション 
  

 

 

感度分析   
 

 

 


